	監督者評価のガイドライン


目　　　次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 目的　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2． 適用範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　３．評価の方法、内容

（1） 評価の時期

（2） 評価者

（3） 評価対象者

（4） 評価項目

（5） 合否の判定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　

１．目的

　本ガイドラインは、製油所で工事を行う元請協力会社の監督者の評価方法を定め、監督者を選抜することにより、工事の安全と品質を確保することを目的とする。

２．適用範囲

製油所内で建設工事（増改造工事を含む）、保全工事を行う元請協力会社の監督に適用する。

３. 評価の方法、内容

（1） 評価の時期

　　　工事着工前と工事終了後の２段階で評価を行う。

（2） 評価者

評価の偏りを防ぐために、複数の評価者で評価を行う。

　　　評価は保全担当者（係長を含む）が行い、課長が承認する。

（3） 評価対象者

新規入構者及び過去４年間入構の実績がない監督者を対象とする。

（4） 評価項目

1. 工事着工前評価

　「表―１事前評価表」に基づいて元請協力会社が行った自己評価に対して、工事責

　任者のヒアリングでその根拠や具体的事実を確認し、評価する。

2. 工事終了後評価

「表－２事後評価表」に基づき、評価を行う。

（5） 合否の判定

　　　合格は原則として７０％以上の得点とし、それぞれの評価表によるものとする。

　不合格者については、保全担当課は関係部署に連絡すると共に、元請会社に対して役務

　禁止の申入れを行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

表－１　　　　　　　　　　　　　　　　　監督者事前評価表　　　　　　　　　　　　評価日：平成　　　年　　　月　　　日

協力会社名：　　　　　　　　　　　　　　監督者名：　　　　　　　　　　自己評価（協力会社）：　　　　　　　　評価者：　　　　　　　　　　　

　　　　　　【評価】○：監督者として概ね許容できる（6点）、△：指導を必要とする（３点）、×：監督者として許容できない（0点）

	項目
	№
	　　　　　　　　　　　確　認　項　目
	自己評価
	評価
	評　価　の　具　体　的　事　実

	職務経歴
	１
	担当工事に関して、必要な能力レベルに達している
	
	
	

	
	２
	担当工事に関して、監督の経験を有している(経歴表添付)
	
	
	

	
	３
	当社での工事の経験があり、製油所のルールを理解している(経歴表添付)
	
	
	

	教育
	４
	能力レベルに応じた必要な教育を受講している
	
	
	

	
	５
	職長教育を受講している
	
	
	

	
	６
	工事安全と品質に係わるトラブルについて、対応も含め理解している
	
	
	

	工事管理能力
	７
	担当工事の安全管理のポイントを理解している
	
	
	

	
	８
	担当工事の品質管理のポイントを理解している
	
	
	

	
	９
	担当工事のクリティカルパスとその対応を理解している
	
	
	

	
	10
	計画通りにいかない事態が生じた時の、対応方法を理解している
	
	
	

	
	11
	現場立会ができない事態が生じた時の、対応方法を理解している
	
	
	

	
	12
	重大災害が発生しやすい工事と、その工事の進め方を理解している
	
	
	

	
	13
	工事に必要な有資格者の管理、機材の管理の仕組みを理解している
	
	
	

	下請管理
	14
	下請監督、棒心の力量を把握し、指導・監督するポイントを理解している
	
	
	

	
	15
	担当工事の「基本方針」、｢重点実施事項｣を理解している
	
	
	

	
	
	合　　計
	
	
	　

	総合評価
	


合格：６０点以上で×がないこと、且つ１，２項目が○であること

表－２  　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　監 督 者 実 施 後 評 価 表
                　　　　　　　　　 ○：監督者として概ね許容できる（６点）、△：指導を必要とする（３点）、×：監督者として許容できない（０点）

	対　象　者
	協力会社名
	
	担当機種・工種
	
	フリガナ
	
	生 年 月 日

	
	
	氏    名
	
	   

	評価対象工事名
	     年度       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工事区分（日常保全、ＳＤＭ、JOB）

	評価実施者
	製　油　所
	
	担当課
	

	
	評価年月日
	平成    年     月      日
	評価者氏名
	

	評価項目
	確         認         事         項
	評  価

	役 割 認 識
	1.常に作業全般を見渡せる位置で指揮を行っているか、又不在時は代理者を明確にしているか

2.作業員の健康状態、資格及び技能を考慮し、適正配置を行っているか

3.部下の不安全行動を黙認しない、厳しい態度で接しているか
	
	役割認識

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	コメント
	
	

	技術・知識
	1.施工要領書、安全衛生管理計画、品質保証管理計画を理解しているか

2.製油所の関係規則・基準及び関係法令を理解しているか
	
	技術・知識

	
	
	
	

	
	コメント
	
	

	業務遂行能力
	 1.作業員の不安全行為の指摘、是正、作業場所の不安全状態の是正措置を的確に行わせているか

 2.製油所の安全関係規則の禁止・遵守事項を作業者に指導し、徹底して守らせているか

 3.ＴＢＭ等で、作業内容に応じたＫＹの指導、重大災害防止ポイントについて指導をしているか

 4.作業中発生したトラブルについて、関係者への連絡、作業員への指示等、適切に対応しているか

 5.作業場所の５Ｓに心掛け、作業員を指導しているか
	
	業務遂行能力

     Ⅰ

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	 6.施工要領書を熟知し、的確に作業指示を行い、作業手順を遵守させているか

 7.報・連・相が的確にできているか

 8翌日の工事の打合せにおいて、工事準備、段取り及び作業の安全ポイントを押さえているか

 9.安全、品質に留意しながら工程の管理、仕事の組み立てを行っているか

10.関連協力会社と連絡・調整が充分にできているか

11.作業に要求される法定の作業環境測定、点検検査等の実施及び実施結果の記録保存等について把握しているか

12.作業方法の変更等は、所定の手続きを行い、承認を得て作業を実施するように努めているか
	
	業務遂行能力

     Ⅱ

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	コメント
	
	

	所  見
	
	総合評価

	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：７０点以上で、且つ×がないこと
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